
朱
三
太
子
案
に
つ
い
て

一
清
初
江
南
の
秘
密
結
社
に
関
す
る
一
考
察
1

研

沙
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立早

【
要
約
】
　
朱
三
太
子
案
と
い
う
の
は
、
康
煕
四
十
六
年
（
一
七
〇
七
）
十
一
月
、
漸
江
大
嵐
山
の
張
十
一
ら
と
江
蘇
太
倉
州
の
一
念
和
尚
と
が
、
時
を
同

じ
く
し
て
、
明
の
崇
夢
解
の
遺
子
と
い
う
朱
三
太
子
を
奉
じ
て
お
こ
し
た
反
乱
を
い
う
。
こ
の
反
乱
は
、
清
末
の
革
命
運
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

秘
密
結
社
天
地
会
の
起
源
説
話
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
行
わ
れ
、
か
な
り
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
従
来
の
諸
研
究
は
、
二
つ
の
事
件
を

混
同
し
、
張
念
｝
と
】
念
和
尚
と
を
同
一
人
と
み
る
誤
り
を
犯
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
北
京
と
台
北
と
で
公
刊
さ
れ
た
清
士
櫨
案
集
の
中
に
、
こ
の

反
乱
に
関
す
る
公
文
書
1
一
奏
摺
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
史
料
を
用
い
て
、
反
乱
の
濫
掘
を
た
ど
り
、
一
一
つ
の
反
乱
の
性

格
を
検
討
し
て
、
一
念
和
尚
案
の
方
が
音
吐
を
め
ざ
す
政
治
的
反
乱
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
蘇
州
を
中
心
と
す
る
「
反
清
興
明
」
の
秘
密
結
社
が
存
在
し

た
こ
と
、
そ
の
結
社
は
雍
正
朝
ま
で
存
続
し
た
こ
と
等
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
大
二
巻
曖
号
　
一
九
七
九
年
七
月

哺
　
は
　
し
　
が
　
き
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清
朝
が
中
国
を
征
服
し
た
後
、
各
地
で
明
の
崇
禎
帝
の
遺
子
宇
土
太
子
と
称
す
る
も
の
を
か
つ
い
で
お
こ
し
た
、
反
清
華
明
の
反
乱
が
あ
い

つ
い
だ
。
本
稿
で
扱
う
朱
三
太
玉
案
と
い
う
の
は
、
と
く
に
康
熈
四
十
六
年
（
一
七
〇
七
）
十
一
月
、
漸
江
と
江
蘇
と
で
、
ど
ち
ら
も
朱
三
太
子

を
奉
じ
て
お
こ
し
た
反
乱
を
指
す
。
乱
そ
の
も
の
は
小
規
模
で
あ
っ
て
、
短
時
日
の
う
ち
に
終
息
し
た
が
、
そ
の
余
党
の
活
動
は
つ
ぎ
の
雍
正

時
代
に
及
ん
だ
。

こ
の
朱
三
太
子
案
は
、
清
代
の
革
命
的
秘
密
結
社
で
あ
る
天
地
会
の
歴
史
に
関
わ
る
事
件
と
し
て
、
早
く
か
ら
学
者
の
関
心
を
集
め
、
　
「
教
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会
源
流
考
」
を
著
わ
し
た
陶
成
章
は
、
こ
れ
を
天
地
会
が
お
こ
し
た
一
反
乱
と
み
た
。
蒲
一
山
は
天
地
会
の
起
源
説
話
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
事

件
と
み
て
、
反
乱
の
首
領
張
念
一
を
天
地
会
始
祖
の
野
卑
龍
に
、
朱
三
太
子
を
盟
主
の
朱
黒
竺
に
当
て
た
（
「
天
地
会
起
源
考
」
）
。
彼
の
説
は
そ
の

後
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
天
地
会
の
起
源
を
論
ず
る
場
合
、
必
ら
ず
朱
三
太
子
堂
に
言
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
佐
々
木
正
哉
茂

も
『
清
末
の
秘
密
結
社
一
前
篇
、
天
地
会
の
成
立
』
（
一
九
七
〇
年
、
巌
窟
堂
）
に
こ
の
事
件
を
取
り
上
げ
て
か
な
り
詳
し
く
論
述
し
、
蒲
氏
の

説
を
批
判
し
た
。
最
近
で
は
戴
玄
之
「
朱
三
太
子
案
」
（
一
九
七
七
年
、
『
中
華
学
術
白
丁
代
文
化
叢
書
第
三
冊
、
史
学
論
集
』
所
収
）
な
ど
が
あ
り
、

こ
の
方
面
の
研
究
は
依
然
と
し
て
さ
か
ん
で
あ
る
。
　
一
方
、
天
地
会
と
関
係
さ
せ
ず
、
別
の
観
点
か
ら
取
り
上
げ
た
論
文
に
、
孟
森
「
明
烈
皇

殉
國
後
記
」
（
『
国
学
季
刊
』
四
1
三
）
が
あ
り
、
朱
黒
太
子
案
を
明
朝
後
商
の
消
息
を
知
る
事
件
と
し
て
、
関
係
史
料
を
紹
介
し
考
証
し
た
。
ま

た
謝
芝
蘭
は
干
瓢
の
農
民
起
義
の
一
つ
と
し
て
『
野
壷
農
民
起
義
資
料
緯
録
』
（
一
九
五
六
年
、
新
知
識
繊
版
社
）
　
『
南
明
黒
斑
』
（
一
九
五
七
年
、

上
海
人
民
出
版
社
）
中
に
取
り
上
げ
た
。
た
だ
し
そ
の
史
料
は
、
ま
っ
た
く
孟
森
論
文
に
負
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
朱
三
太
子
案
に
論
及
し
た
研
究
は
多
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
朱
三
太
子
な
る
者
の
素
性
と
行
跡
は
い
く
ら
か
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

史
料
的
制
約
か
ら
反
乱
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
諸
研
究
は
漸
江
と
江
蘇
と
で
親
指
に
お
こ
っ
た

反
乱
を
混
同
し
て
一
つ
の
事
件
と
み
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
首
謀
者
を
同
一
人
と
み
る
と
い
っ
た
、
も
っ
と
も
根
本
的
な
事
実
を
誤
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
最
近
、
北
京
と
台
北
で
あ
い
つ
い
で
公
刊
さ
れ
た
清
代
撹
案
の
中
に
、
朱
三
太
子
案
に
関
す
る
奏
摺
が
数
多
く
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
数
は
二
七
通
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
奏
摺
は
朱
三
太
子
案
に
つ
い
て
従
来
不
明
で
あ
っ
た
事
実
を
相
当
に
明
ら

か
に
し
、
ま
た
牽
強
付
会
に
も
と
つ
く
先
学
の
謬
論
を
訂
正
す
る
史
料
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
新
出
史
料
を
紹
介
し
、
反
乱
の
顛
末
を
た
ど

っ
て
、
こ
の
反
乱
の
性
格
、
清
代
秘
密
結
社
の
発
展
に
果
た
し
た
役
割
等
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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骼
O
太
子
案
関
係
奏
摺

は
じ
め
に
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
史
料
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
説
明
し
て
お
こ
う
。
既
知
史
料
は
『
大
寄
聖
祖
実
録
』
中
に
散
見
す
る
記
事
の
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ほ
か
、
李
方
遠
『
張
先
生
伝
』
、
　
『
史
料
旬
刊
』
所
収
の
直
輪
重
撫
訴
願
獲
奏
摺
、
　
『
文
献
叢
編
』
所
収
の
蘇
州
織
造
薄
雪
奏
摺
で
あ
る
。

　
ま
ず
『
張
先
生
伝
』
は
、
民
国
初
年
に
吉
林
に
任
官
し
た
七
声
癒
が
新
城
で
そ
の
抄
本
を
入
手
し
、
彼
の
『
難
林
旧
聞
録
』
中
に
転
録
公
刊

し
た
も
の
が
伝
わ
る
。
著
老
李
方
遠
は
号
を
朋
来
と
い
い
、
饒
陽
県
（
河
北
）
の
知
県
に
も
な
っ
た
士
人
で
あ
る
が
、
張
先
生
、
名
は
用
観
こ
と

朱
三
太
子
を
迎
え
入
れ
て
子
供
の
家
庭
教
師
を
さ
せ
て
い
た
た
め
、
犯
人
蔵
匿
の
か
ど
で
彼
と
と
も
に
逮
捕
さ
れ
、
吉
林
の
白
鼻
毛
に
流
さ
れ

た
。
康
熈
四
十
九
年
（
一
七
〇
九
）
冬
、
流
刑
地
の
新
城
で
、
張
先
生
と
の
「
遇
合
の
始
末
、
株
連
の
情
由
」
を
書
き
綴
っ
た
も
の
が
、
　
こ
の

『
張
先
生
伝
』
で
あ
る
。
伝
記
と
い
っ
て
も
、
逮
捕
さ
れ
て
山
東
と
杭
州
で
受
け
た
訊
問
の
記
録
が
大
半
を
占
め
る
。
　
『
張
先
生
伝
』
の
記
述

を
裏
付
け
る
官
文
書
が
『
史
料
旬
刊
』
に
収
め
る
逆
心
墜
墨
摺
三
通
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
第
二
摺
は
二
二
六
四
字
に
及
ぶ
、
奏
摺
と
し
て
は
相

当
の
長
文
の
も
の
で
あ
り
、
二
三
太
子
こ
と
王
士
元
と
そ
の
関
係
老
た
ち
の
供
述
が
逐
一
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
二
種
の
史
料
は
孟
森
前
掲
論
文
に
全
文
移
録
さ
れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
孟
氏
は
朱
三
太
子
を
名
乗
る
海
士
元
口
張
用
観
が
崇
禎

帝
の
第
四
子
朱
慈
燥
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
こ
の
種
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
は
断
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
魔
羅
の
よ
う
に
王
士
元

を
定
心
帝
の
遺
子
と
み
て
、
ほ
ぼ
誤
り
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
こ
の
二
史
料
は
主
に
朱
三
太
子
の
行
跡
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
彼

を
奉
じ
て
お
こ
し
た
反
乱
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
反
乱
の
状
況
を
伝
え
る
の
は
『
文
献
叢
編
』
所
収
の
李
煎
今
摺
三
通

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
揚
州
に
い
た
李
煎
が
風
聞
に
よ
り
、
あ
る
い
は
密
偵
を
原
地
に
派
遣
し
て
得
た
情
報
を
報
告
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
り
、

佐
々
木
前
掲
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
解
釈
は
誤
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
近
年
来
、
北
京
と
台
北
そ
れ
ぞ
れ
の
故
宮
博
物
院
で
は
所
蔵
の
清
代
福
案
の
整
理
が
活
発
に
行
わ
れ
て
、
続
々
と
福
案
集
成
が
出

　
　
　
　
　
　
①

版
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
北
京
は
排
印
本
、
台
北
は
原
櫨
の
景
印
本
と
い
う
よ
う
に
、
形
式
は
異
な
る
が
、
両
者
相
補
う
関
係
に
あ
る
。
そ
う
し
た

新
案
集
成
の
う
ち
、
朱
三
太
翻
案
関
係
の
奏
摺
を
収
録
す
る
の
は
、
北
京
の
故
宮
博
物
院
明
清
楢
案
部
編
『
奏
楽
主
事
織
造
立
家
禧
案
史
料
』

（一

緕
ｵ
五
年
、
中
華
書
局
、
以
下
略
称
『
曹
家
』
）
、
同
学
編
『
李
煎
奏
摺
』
（
一
九
七
六
年
、
『
李
煎
』
）
、
　
台
北
の
国
立
故
宮
博
物
院
故
宮
文
献
編
輯

委
員
会
編
『
宮
中
棺
康
楽
朝
奏
摺
』
第
一
輯
第
七
輯
（
一
九
七
六
年
、
同
院
、
『
康
煕
』
）
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
そ
の
一
覧
表
を
掲
げ
よ
う
。
奏
摺
に
月
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日
を
付
さ
な
い
も
の
は
、
筆
者
の
推
定
に
よ
っ
た
。
ま
た
奏
摺
の
表
題
は
各
櫨
案
集
成
に
つ
け
ら
れ
た
の
に
従
っ
た
。

朱
三
太
子
案
関
係
奏
摺
闘
覧
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「
聞
太
倉
有
人
起
事
摺
」
　
『
文
献
叢
編
』
、
『
李
勲
』
四
六

「
太
倉
一
念
和
尚
聚
衆
起
事
摺
…
」
　
『
文
献
叢
編
』
、
　
『
黒
和
』
四
七

「
奏
為
恭
請
東
上
聖
千
万
安
摺
」
　
『
康
煕
臨
地
i
八
八
六
頁

「
奏
報
労
獲
紹
興
地
方
流
賊
摺
」
『
康
煕
』
一
－
五
四
七
～
五
二
頁

「
奏
陳
飾
助
緯
肇
霊
界
マ
紹
妊
匪
摺
ご
　
『
陽
葉
』
一
一
五
五
六
～
五
八
頁

「
因
家
人
途
中
遺
失
進
摺
自
請
処
分
井
補
繕
摺
」
『
出
面
…
』
隣
八

「
奏
為
奏
明
〃
賊
党
霊
肉
鼠
儘
…
形
漕
嗣
」
　
『
康
熈
』
一
一
五
八
一
～
九
〇
頁

「
奏
隙
陣
遵
巳
豆
朋
往
四
明
山
由
摺
」
　
『
康
煕
』
一
－
五
九
八
～
六
〇
一
頁

「
漸
江
四
明
山
気
廿
一
等
讐
敵
官
兵
各
情
摺
」
『
文
献
叢
編
』
、
『
李
照
』
四
八

「
奏
随
…
沿
途
所
見
地
方
事
官
…
摺
…
」
　
『
墨
家
』
四
四
、
　
『
康
照
』
一
－
六
〇
三
～
一
〇
頁

「
奏
陳
賊
馬
槽
一
節
四
明
山
［
形
勢
棚
旧
し
　
「
康
熈
』
　
一
i
六
一
五
～
二
一
｝
貝

「
奏
為
恭
准
帽
四
明
山
図
一
幅
離
摺
」
　
『
康
熈
』
七
一
八
八
五
頁

コ
舞
隙
隙
漸
汀
一
大
山
風
山
開
聞
党
情
見
思
栩
旧
」
　
『
康
熈
』
　
一
一
六
五
〇
～
五
五
頁

「
塞
ハ
亜
外
犯
朱
二
一
並
日
電
飲
二
二
駄
鷲
摺
個
」
　
岱
殿
熈
馳
　
一
－
六
五
七
～
六
三
百
ハ

「
瀟
倒
押
仙
審
事
略
偏
　
『
日
量
』
　
一
i
六
七
二
～
七
五
百
ハ

「
四
明
山
現
在
情
景
井
該
案
内
之
朱
黒
太
子
已
逃
往
山
東
摺
」
『
李
駒
…
』
五
七
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四
・
五

　
　
　
四
・
八

　
　
　
四
・
九

　
　
　
四
・
宍

　
　
　
四
二
九

　
　
　
顧
・
一
一
六

　
　
　
凶
・
□

　
　
　
六
・
三

　
　
　
六
二
董

　
　
　
六
・
□

　
　
　
六
・
□

奏
摺
老
官
街

上
弘
昼
「
奏
陳
副
審
朱
三
太
子
演
舞
」
『
史
料
旬
刊
』
二
、
『
康
煕
』
一
－
七
二
〇
～
二
七
頁

郎
廷
極
「
奏
同
率
訪
邪
教
並
報
雨
水
摺
」
『
墨
型
』
一
一
七
二
八
～
三
一
頁

趙
弘
昼
「
奏
血
祭
獲
要
等
号
孟
親
等
摺
」
　
『
史
料
旬
刊
』
二
、
『
康
煕
』
一
－
七
三
一
～
四
四
頁

顧
臼
宙
ハ
　
「
富
士
陳
朱
一
二
太
子
ぬ
二
面
轟
獲
解
摺
ご
　
『
康
煕
』
一
－
七
六
二
～
六
三
頁

梁
禰
耶
　
　
「
奏
陣
総
瑚
省
筆
価
発
・
…
獲
賊
船
摺
」
　
『
康
照
』
一
－
七
七
四
～
七
八
頁

船爬

O
鰍
皿
「
奏
随
陣
摯
…
獲
一
生
杢
・
画
料
…
等
㎞
摺
」
　
『
史
料
旬
刊
』
二
、
　
『
康
熈
』
一
－
七
八
四
～
八
六
頁

　李曹梁李”煎寅鱈賂

李
蕪

王
世
臣

梁
鼎

曹
寅
趙
弘
璽

郎
廷
極

「
朱
三
太
子
由
魯
解
漸
摺
」
『
李
煎
』
五
八

「
直
門
腺
食
置
後
妊
僧
一
念
日
期
糟
に
　
『
康
照
』
一
－
八
三
七
～
四
四
頁

「
奏
書
賊
僧
一
念
緯
騙
獲
日
期
摺
ご
　
『
康
煕
』
一
一
八
四
四
～
四
五
頁

「
一
念
和
尚
已
獲
簡
讐
漸
野
鼠
」
　
『
李
駒
…
』
六
…
二

「
一
ム
芯
和
帯
出
解
新
ム
宏
晶
晶
升
平
㎜
灘
宮
回
山
只
岬
等
椿
旧
翅
鋼
」
　
『
李
駒
…
』
｛
ハ
四
門

管
理
蘇
州
織
造
・
大
理
寺
卿
・
兼
巡
視
両
立
塩
課
・
監
察
御
史

提
督
漸
江
等
処
地
方
総
兵
官

総
督
福
建
漸
江
等
処
地
方
軍
務
・
兼
理
糧
饒
・
兵
部
侍
郎
・
難
平
察
院
右
副
都
御
史

江
寧
織
造
・
通
政
使
司
通
政
使

巡
撫
直
隷
等
処
地
方
・
管
轄
紫
荊
密
雲
等
関
隙
賛
理
軍
務
・
切
下
熱
論
・
都
察
院
右
副
都
御
史
・
加
玖
級

巡
撫
江
西
戦
勲
地
方
・
兼
理
軍
務
・
都
子
院
右
副
都
御
史
・
加
三
級

以
上
の
よ
う
に
、
一
つ
の
事
件
に
つ
い
て
二
七
通
も
の
関
係
奏
摺
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
康
煕
朝
の
奏
摺
で
は
他
に
例
を
み
な
い
。
な
か
で
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も
閲
瀟
総
督
梁
無
の
一
〇
通
、
蘇
州
織
造
李
賂
の
八
通
と
ま
と
ま
っ
て
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
事
件
の
経
緯
を
た
ど
る
の
に
有
効
で
あ
る
。

お
よ
そ
画
質
と
い
う
の
は
、
主
に
総
督
、
巡
撫
と
い
っ
た
地
方
大
官
が
皇
帝
に
提
出
す
る
私
的
な
文
書
で
あ
り
、
い
わ
ば
皇
帝
に
宛
て
た
親
展

　
　
　
②

状
で
あ
る
。
奏
摺
を
受
取
っ
た
皇
帝
は
殊
批
を
奏
摺
の
余
白
に
書
い
て
、
差
出
人
に
送
り
返
す
。
　
（
雍
正
帝
は
細
字
で
長
文
の
殊
批
を
所
せ
ま
し
と

書
き
込
ん
だ
が
、
康
煕
帝
の
殊
批
は
そ
れ
に
比
べ
て
は
る
か
に
短
く
、
単
に
「
知
道
了
」
の
三
字
を
記
し
た
場
合
の
方
が
多
い
。
）
官
僚
は
こ
の
殊
批
論
旨
を

脆
読
し
た
後
ふ
た
た
び
皇
帝
の
下
に
返
納
し
、
ま
た
諭
旨
に
対
す
る
返
事
の
奏
摺
を
差
出
す
と
い
っ
た
具
合
に
、
皇
帝
と
官
僚
と
の
閥
に
は
頻

繁
に
私
的
な
文
書
の
往
復
が
行
わ
れ
た
。
曝
露
奏
摺
の
場
合
、
㈲
が
皇
帝
か
ら
返
っ
て
き
た
の
は
二
月
十
五
目
、
そ
の
返
書
が
二
月
十
六
日
付

の
⑧
、
さ
ら
に
⑧
を
閏
三
月
四
日
に
受
取
っ
て
、
同
月
八
日
に
⑭
を
提
出
し
た
。
ま
た
正
月
十
九
日
付
の
⑤
は
三
月
二
十
二
日
に
受
取
り
、
二

十
五
日
付
㈹
は
そ
の
返
書
で
あ
る
。
同
様
の
関
係
は
李
煎
の
場
合
に
も
、
②
…
⑨
一
⑯
の
間
に
み
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
事
件
に
関
す
る
奏
摺
が
す
べ
て
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
事
件
は
漸
江
と
江
蘇
と
の
両
処

で
お
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
総
督
と
提
督
の
悪
摺
が
あ
る
の
に
対
し
、
後
足
に
つ
い
て
報
告
す
る
の
は
主
に
蘇
州
織
造
李
胞

で
あ
っ
て
、
所
轄
官
僚
で
あ
る
江
南
総
督
郡
倉
船
、
江
蘇
巡
糧
嚢
準
ら
の
墨
摺
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
江
蘇
側
の
捜
査
状
況
等
は
新
出
史
料
で
も

明
ら
か
に
で
き
な
い
部
分
が
多
い
。

①
北
京
か
ら
は
『
曹
家
』
『
李
照
』
に
つ
づ
い
て
、
同
じ
編
者
に
よ
り
『
清
代
楢

　
案
史
料
叢
編
』
第
一
輯
（
一
九
七
八
年
、
中
華
平
皿
）
が
出
版
さ
れ
、
今
後
継
続

　
し
て
拙
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
台
北
で
は
『
康
窺
鐵
以
前
に
も
『
旧
甲
州
樒
』

　
『
藤
蔓
凱
奏
摺
専
輯
』
『
田
面
箋
奏
摺
専
輯
』
『
宮
中
淵
叢
絡
朝
奏
摺
』
と
大
部

　
の
景
印
本
が
あ
い
つ
い
で
出
版
さ
れ
、
　
『
康
煕
』
に
つ
づ
い
て
一
九
七
七
年
よ
り

雍
正
朝
の
奏
摺
が
出
版
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
　
『
康
熈
』
に
つ
い
て
神
田
信
夫
氏
の
紹

　
介
（
『
東
洋
学
報
』
五
九
i
　
・
二
）
が
あ
り
、
『
雍
正
』
に
つ
い
て
は
神
田
氏
（
同

　
六
〇
1
一
・
二
）
と
佐
伯
寓
氏
（
『
東
洋
史
研
究
』
並
七
…
三
）
の
紹
介
が
あ
る
。

②
　
清
代
の
強
縮
鋼
度
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定
「
雍
正
嘉
批
論
旨
解
題
一
そ
の

　
史
料
的
価
値
」
　
（
『
ア
ジ
ア
史
論
考
』
下
巻
所
収
）
を
参
照
。
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朱
三
太
子
案
の
顛
末

1
　
【
念
和
尚
案
の
発
端



朱三太子案について（竺沙）

　
現
存
の
奏
摺
に
限
れ
ば
、
朱
三
太
子
案
の
第
一
報
は
蘇
州
織
上
李
煎
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
ω
は
彼
が
揚
州
に
い
て
風
聞
し
た
、
江
蘇
太
倉

州
の
強
盗
事
件
の
報
告
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
康
熈
四
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
酉
の
時
、
太
倉
北
門
外
の
永
楽
庵
地
方
に
突
然
、
紅
布
で
頭

を
つ
つ
み
、
大
明
の
旗
幟
を
た
て
た
強
賊
多
数
が
民
を
襲
っ
た
。
知
ら
せ
を
う
け
た
文
武
衙
門
は
兵
・
役
を
ひ
き
い
て
出
動
し
、
林
ら
の
犯
人

を
追
捕
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
奏
聞
し
、
詳
細
は
い
ま
人
を
遣
っ
て
調
べ
さ
せ
て
い
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
②
は
そ
の
詳
報
で
あ
る
。
調
べ
て
み
る
と
、
十
一
月
五
日
酉
の
時
、
劉
河
漁
所
轄
地
方
に
強
賊
が
発
生
し
、
質
屋
を
経
営
す
る
生
員
陸
三
就

の
家
を
襲
い
、
炮
を
放
っ
て
門
を
や
ぶ
り
、
財
宝
を
す
っ
か
り
掠
奪
し
た
。
さ
ら
に
二
十
六
日
に
、
先
に
報
じ
た
永
楽
庵
の
事
件
が
お
こ
り
、

賊
は
州
城
に
突
入
し
て
庫
を
掠
め
よ
う
と
声
言
し
た
が
、
官
憲
は
こ
れ
を
追
い
散
ら
し
、
好
人
警
保
、
半
玉
衡
ら
十
余
人
を
捕
え
た
。
彼
ら
の

供
述
か
ら
、
一
念
和
尚
な
る
老
が
割
符
（
文
書
）
を
ば
ら
ま
い
て
民
を
惑
わ
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
和
尚
は
ま
だ
捕
ま
っ
て
い
な
い
。

こ
の
鼠
は
闇
夜
で
あ
っ
た
か
ら
、
詳
し
い
人
数
は
分
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
李
煎
は
あ
い
つ
い
で
こ
の
二
通
の
奏
摺
を
送
っ
た
が
、
ω
は
康
煕
帝
の
下
に
届
か
な
か
っ
た
。
家
人
王
可
成
が
こ
れ
を
「
無
節
竹
子
」
と
と

も
に
持
っ
て
い
っ
た
の
だ
が
、
彼
は
山
東
の
丹
州
あ
た
り
で
奏
摺
の
入
っ
た
袋
を
遺
失
し
て
し
ま
い
、
闇
夜
で
探
し
よ
う
も
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の
ま
ま
京
師
に
行
き
、
竹
だ
け
を
届
け
て
、
正
月
十
七
日
に
帰
っ
て
来
た
。
李
胞
は
、
奏
摺
す
れ
ば
必
ず
御
批
が
発
せ
ら
れ
る
の
に
、
ま
っ

た
く
批
示
を
う
け
て
お
ら
ず
、
原
摺
も
繊
さ
な
い
の
を
怪
し
み
、
何
度
も
王
可
成
を
拷
問
し
て
や
っ
と
こ
の
こ
と
を
白
状
さ
せ
た
。
そ
こ
で
李

煎
は
早
速
、
あ
ら
た
め
て
長
男
ω
を
再
写
し
、
そ
の
間
の
事
情
を
弁
明
謝
罪
し
た
奏
摺
⑥
を
上
呈
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
康
煕
帝
の
眼
に
ふ
れ
た
最
初
の
見
習
は
②
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
発
信
の
日
付
が
な
い
け
れ
ど
も
、
十
二
月
中
に
出
さ
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
翌
年
正
月
中
旬
に
は
宮
中
に
達
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
②
の
殊
批
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
此
の
一
案
、
朕
早
く
巴
に
知
道
せ
り
。
又
聞
く
な
ら
く
、
漸
江
四
明
山
に
賊
あ
り
と
。
爾
、
密
々
に
訪
問
明
白
に
し
て
奏
し
来
た
れ
。

と
あ
り
、
康
煕
帝
は
そ
の
時
す
で
に
太
倉
州
の
事
件
を
知
っ
て
お
り
、
ま
た
漸
江
の
四
閉
山
に
賊
が
お
こ
っ
た
こ
と
も
耳
に
し
て
い
た
。
漸
江
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の
方
は
風
聞
に
よ
る
不
確
か
な
情
報
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
恐
ら
く
蘇
州
付
近
に
い
る
密
偵
が
早
馬
で
知
ら
せ
た
情
報
を
、
康
煕
帝
は
入
手
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
確
実
な
こ
と
が
分
か
ら
な
い
四
明
山
の
賊
の
方
を
、
彼
は
こ
の
こ
ろ
随
分
と
気
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
2
　
漸
江
大
嵐
山
案

　
康
熈
帝
は
漸
江
か
ら
の
報
告
が
な
か
な
か
来
な
い
の
で
、
い
ら
だ
ち
を
み
せ
て
い
た
。
現
存
史
料
で
も
、
最
初
の
記
録
が
帝
の
殊
批
で
あ
る
。

㈲
の
閾
漸
総
督
梁
蕪
の
奏
摺
は
、
い
わ
ゆ
る
「
請
安
心
」
天
子
の
御
気
嫌
う
か
が
い
の
書
状
で
あ
っ
て
、
文
面
は
た
だ
「
請
　
聖
安
」
と
記
す

だ
け
で
、
日
付
も
記
さ
な
い
。
こ
の
請
安
摺
の
摺
尾
に
次
の
殊
批
が
書
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
知
道
せ
り
。
近
ご
ろ
聞
く
、
漸
江
四
明
山
に
許
多
の
賊
あ
り
と
。
地
方
官
の
管
す
る
所
は
何
事
ぞ
。
察
明
し
て
具
奏
せ
よ
。

こ
の
殊
批
も
②
と
同
じ
く
、
正
月
中
旬
ご
ろ
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
康
熈
帝
の
い
ら
だ
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
株
批
で
あ
る
。

　
漸
江
文
武
官
か
ら
の
最
初
の
報
告
は
、
現
存
奏
摺
で
は
㈹
提
督
王
世
主
恩
で
あ
る
が
、
　
『
実
録
』
二
三
二
、
正
月
庚
午
（
二
十
八
日
）
の
条
に
、

三
江
巡
撫
王
然
の
上
疏
が
あ
る
。

　
　
大
嵐
山
の
賊
衆
が
繰
、
慈
漢
、
上
虞
等
の
県
で
掠
奪
を
行
っ
た
。
た
だ
ち
に
官
兵
を
犯
人
逮
捕
に
往
か
せ
、
あ
わ
せ
て
門
人
四
名
を
斬
殺
し
、
十
五
名
を

　
檎
獲
し
た
。

こ
の
報
告
は
公
式
の
文
書
で
あ
る
題
本
に
よ
る
上
奏
で
、
思
量
が
正
月
十
六
日
付
の
⑤
の
中
で
、
　
「
そ
の
行
劫
聚
鼠
の
情
形
縁
由
は
、
就
近
の

撫
臣
に
題
奏
せ
し
め
た
」
と
記
す
「
題
奏
」
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
王
然
の
題
意
に
対
し
、
康
煕
帝
は
、

　
　
朕
聞
く
な
ら
く
、
大
嵐
山
は
舟
糧
通
ぜ
ず
、
糧
運
到
り
難
く
、
盗
賊
は
久
棲
す
る
能
わ
ず
と
。

と
、
は
な
は
だ
楽
観
的
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
気
が
か
り
な
の
は
四
囲
山
の
賊
で
あ
っ
て
、
大
嵐
山
は
こ
れ
と
は
別
の
事
件
と
思
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
提
督
王
世
臣
は
、
十
一
月
は
じ
め
に
紹
興
府
睡
眠
藍
田
村
を
強
賊
の
一
隊
が
荒
し
ま
わ
り
、
郷
民
梅
紹
昌
を
殺
害
し
て

慈
善
山
中
に
逃
げ
込
ん
だ
こ
と
、
二
十
日
に
は
賊
数
十
人
が
郷
民
蘇
世
望
の
家
を
襲
い
、
そ
の
後
も
十
二
月
に
か
け
て
、
地
坪
県
地
方
で
賊
盗

が
頻
繁
に
出
没
し
た
が
、
官
兵
の
追
捕
に
あ
っ
て
あ
い
つ
い
で
捕
縛
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
さ
ら
に
犯
人
ら
の
供
述
か
ら
、
首
犯
は
蝶
県
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八三太子案について（竺沙）

の
脱
獄
緊
張
廿
一
・
廿
二
兄
弟
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
二
人
は
「
亡
命
を
糾
集
し
、
郷
愚
を
脅
長
し
て
、
村
に
沿
っ
て
食
を
索
め
、
富
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
き

を
窺
甚
し
た
」
が
、
彼
ら
は
「
械
を
持
て
ば
賊
盗
と
な
り
、
繊
を
棄
て
る
と
た
だ
の
地
盛
で
あ
る
。
も
と
も
と
定
ま
っ
た
巣
穴
は
な
く
、
今
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

官
兵
の
県
警
を
被
る
と
、
民
に
扮
し
て
脱
逃
し
、
四
方
に
散
重
し
て
、
民
と
異
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
王
遺
臣
は
こ
の
事
件
を
平
常
の
答
案
と

み
な
し
て
い
た
。

　
当
時
、
聞
漸
総
督
梁
禦
は
福
州
に
駐
在
し
て
お
り
、
原
地
か
ら
の
報
告
を
う
け
て
⑤
を
提
出
し
た
が
、
そ
れ
に
も
や
は
り
、
　
「
寧
雪
交
界
県

分
に
無
知
鼠
殺
の
徒
あ
り
」
　
「
山
に
依
っ
て
鼠
壁
す
と
い
え
ど
も
、
兵
捕
分
議
す
れ
ば
、
妊
民
は
托
足
す
る
所
な
し
。
況
ん
や
彩
党
は
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

登
時
に
獲
に
就
く
。
そ
の
妊
首
も
ま
た
践
究
に
難
か
ら
ず
」
と
、
楽
観
し
て
い
る
。

　
康
煕
帝
に
し
て
み
れ
ば
、
先
に
四
明
山
に
賊
あ
り
と
聞
知
し
て
い
た
の
に
、
正
月
下
旬
以
降
、
よ
う
や
く
入
っ
て
き
た
突
然
、
王
鶴
甲
、
梁

蕪
ら
漸
江
地
方
官
の
報
告
が
、
い
ず
れ
も
大
嵐
山
の
賊
に
関
す
る
も
の
ば
か
り
な
の
に
当
惑
し
、

　
　
漸
省
の
未
だ
奏
せ
ざ
る
先
、
朕
已
に
四
明
山
に
賊
あ
り
と
聞
け
り
。
後
に
檎
う
る
所
の
賊
は
、
皆
大
嵐
山
に
係
る
。
知
ら
ず
、
大
嵐
山
は
即
ち
是
れ
四
明

　
　
　
　
　
　
⑥

　
山
な
り
や
否
や
。

と
の
殊
批
を
⑧
に
記
し
た
。

　
と
も
あ
れ
、
原
地
で
は
大
嵐
山
の
事
件
を
平
常
の
盗
案
と
し
て
軽
く
み
な
し
て
い
た
た
め
、
対
応
が
遅
れ
、
朝
廷
へ
の
報
告
も
事
件
発
生
か

ら
ニ
ケ
月
以
上
も
経
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
後
で
分
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
十
一
月
二
十
三
日
、
追
捕
に
む
か
っ
た
千
総
督
汝
初
が
賊
の

逆
襲
に
あ
っ
て
殺
さ
れ
た
の
に
、
落
馬
し
て
死
亡
し
た
と
虚
偽
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
原
地
文
武
官
の
情
勢
判
断
の
甘
さ
と
虚

偽
の
報
告
を
し
た
こ
と
と
が
問
題
と
な
り
、
の
ち
に
王
然
と
王
世
臣
は
減
級
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
（
『
実
録
』
二
三
三
、
六
月
織
留
条
）
。

　
年
が
明
け
て
正
月
に
な
る
と
、
原
地
で
は
続
々
と
犯
人
が
つ
か
ま
り
、
彼
ら
の
供
述
か
ら
大
嵐
山
事
件
の
状
況
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

す
な
わ
ち
、
正
月
二
日
に
軍
師
施
而
（
爾
）
遠
が
余
銚
県
で
捕
ま
り
、
蘇
州
に
逃
げ
て
い
た
張
君
玉
こ
と
諸
念
（
廿
）
一
、
張
単
解
こ
と
張
念
（
廿
）

二
も
捕
え
ら
れ
て
、
杭
州
に
解
送
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
、
張
念
一
ら
捕
獲
の
報
は
、
漸
島
巡
撫
二
君
、
江
蘇
巡
撫
干
準
か
ら
朝
廷
に
も
達
し
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て
い
た
（
『
実
録
』
二
三
二
、
ご
月
壬
辰
条
）
。
そ
こ
で
康
煕
帝
は
、
戸
部
侍
郎
単
身
を
本
案
審
理
の
た
め
に
杭
州
に
派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た

聞
漸
総
督
梁
無
も
そ
の
審
理
に
加
わ
る
た
め
、
一
一
月
九
日
福
州
を
出
発
し
て
、
陸
路
杭
州
に
向
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
彼
の
奏
摺
⑦
⑧
は
、
そ

の
途
上
の
思
量
地
方
で
書
か
れ
た
。
こ
の
時
、
四
明
山
賊
に
つ
い
て
察
美
僧
奏
せ
よ
と
の
③
の
諭
旨
を
受
取
っ
た
が
、
彼
自
身
も
四
明
山
に
賊

が
い
る
か
ど
う
か
定
か
で
な
か
っ
た
の
で
、
丁
役
を
派
遣
し
て
原
地
を
踏
査
さ
せ
、
そ
れ
に
も
と
づ
き
「
四
明
山
図
」
を
作
成
し
て
提
畠
し
た

の
は
、
三
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
ω
㈱
。
⑳
前
半
に
四
明
山
一
帯
の
地
形
を
記
し
、
　
「
偏
く
各
山
を
歩
き
、
土
地
の
人
に
も
詳
し
く
問
う

た
が
、
ま
っ
た
く
賊
人
屯
聚
の
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
」
と
結
論
し
た
。

　
し
か
し
、
二
月
中
旬
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
⑨
蘇
州
織
造
耳
垂
摺
で
は
、
す
で
に
大
嵐
山
と
四
明
山
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
、

　
　
査
す
る
に
、
大
嵐
山
は
四
明
山
中
の
小
山
で
あ
る
が
、
寧
波
・
三
州
・
紹
興
三
府
が
交
界
し
、
八
県
が
接
壌
し
て
い
て
、
妊
徒
の
出
没
は
常
な
ら
ず
。
械

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
を
持
て
ば
盗
と
な
り
、
械
を
棄
て
れ
ば
民
と
な
り
、
実
態
を
捜
査
す
る
す
べ
が
な
い
。

と
記
し
、
四
明
山
一
帯
は
盗
賊
の
巣
穴
と
な
る
交
界
の
地
で
あ
る
こ
と
を
、
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
。
情
報
の
迅
速
さ
と
判
断
の
正
確
さ
に
お

い
て
、
原
地
の
文
武
官
よ
り
、
織
造
の
密
偵
に
よ
る
情
報
の
方
が
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
れ
は
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
日
常
的
な
盗
案
に
す
ぎ
な
い
と
み
ら
れ
た
こ
の
事
件
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
、
弱
朝
の
後
窩
朱
三
太
子
を
奉
じ
た
政

治
的
反
乱
ら
し
い
こ
と
が
、
蘇
州
で
捕
え
た
母
君
玉
こ
と
丹
念
一
ら
の
自
供
で
分
か
り
、
捜
査
の
重
点
は
朱
三
太
子
と
、
ま
だ
つ
か
ま
っ
て
い

な
い
一
念
和
尚
と
の
行
方
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
捕
え
た
犯
人
た
ち
に
朱
三
太
子
の
所
在
を
訊
問
し
た
が
、
彼
ら
の
供
述
は
ぐ
る
ぐ
る
と
変
わ
り
、
梁
鋸
も
⑦
で
途
迷
い
を
示
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
張
選
一
は
蘇
州
で
の
取
調
べ
に
対
し
、
朱
黒
太
子
は
禅
堂
の
新
昌
県
地
方
に
居
る
と
述
べ
た
が
、
杭
州
に
解
送
さ
れ
て
受
け
た
訊
問
に

は
、
先
に
慈
母
県
に
居
た
が
今
は
蘇
州
呉
県
浅
山
地
方
に
居
り
、
自
分
も
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
自
供
し
た
。
つ
ま
り
「
江
省
で
は
漸
省
に
居

る
と
い
い
、
逝
省
で
は
蘇
州
に
い
る
と
い
う
」
⑦
の
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
は
、
朱
三
太
子
は
こ
の
時
江
南
に
は
居
ら
ず
、
二
年
前
に
山
東
に

逃
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
張
工
一
は
、
老
営
（
根
拠
地
）
は
大
嵐
山
に
あ
り
、
そ
こ
に
一
千
余
人
の
仲
間
が
い
る
と
、
蘇
州
で
供
述
し
た
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朱三太子案について（竺沙）

が
、
杭
州
で
は
影
首
謀
天
祥
が
馬
歯
備
か
ら
聞
い
た
話
の
又
聞
き
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
太
補
習
の
首
領
一
念
和
尚
に
つ
い
て
、
銭
儲
ら
の
供
述

で
は
、
和
尚
は
「
四
明
山
の
朱
三
太
子
妊
党
の
た
め
に
蘇
州
に
来
て
、
多
く
の
人
を
糾
集
し
、
匪
を
な
さ
ん
と
企
図
し
た
」
の
だ
と
い
う
。
こ

れ
も
ま
た
、
官
憲
の
眼
を
蘇
州
か
ら
三
江
四
明
山
の
方
へ
向
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
虚
言
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
二
月
か
ら
閏
三
月
に
か
け
て
、
朱
黒
太
子
を
捜
齢
す
る
漸
江
と
江
蘇
の
官
衙
は
、
犯
人
た
ち
の
虚
偽
の
供
述
に
振
り
ま
わ
さ
れ

て
い
た
感
が
あ
る
。
官
憲
の
追
究
を
は
ぐ
ら
か
す
意
図
を
も
っ
て
、
犯
人
た
ち
が
虚
言
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
反
面
、
両
省
の
担
当
者
が
そ
れ

ぞ
れ
責
任
を
回
避
す
る
た
め
に
、
う
そ
の
供
述
を
で
っ
ち
あ
げ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
大
嵐
山
賊
の
活
動
は
ほ
ぼ
正
月
は
じ
め
で
終
息
し
、
そ
の
後
⑨
に
、
二
月
十
三
日
夜
、
余
銚
県
答
王
帯
地
方
で
数
十
の
強
賊
が
あ
ら
わ
れ
婦

女
二
人
を
傷
つ
け
た
こ
と
を
記
す
以
外
、
大
き
な
動
き
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
杭
州
で
の
取
調
べ
が
す
す
ん
で
、
こ
の
事
件
の
規

模
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
賊
の
人
数
に
つ
い
て
、
は
じ
め
は
一
一
七
人
と
報
告
さ
れ
た
が
、
調
べ
る
う
ち
に
九
六
人
、
八
五
人
と
減
っ

て
い
き
⑪
、
結
局
、
各
犯
の
供
述
を
ま
と
め
る
と
、
一
味
は
五
九
人
、
そ
の
う
ち
に
は
脅
従
し
た
郷
民
も
含
ま
れ
る
0
3
と
い
う
よ
う
に
半
減
し

た
。
そ
の
組
織
は
0
3
⑮
に
よ
る
と
、
首
領
は
張
天
一
で
総
爺
、
張
念
二
は
二
藍
と
自
称
し
た
。
軍
師
は
売
薬
人
で
施
先
生
と
よ
ば
れ
た
施
而
遠
、

王
公
亮
、
陳
天
姿
、
王
文
秀
は
将
官
と
称
し
、
ま
だ
捕
獲
さ
れ
て
い
な
い
葉
天
祥
は
先
鋒
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
数
名
を
従
え
て
い
た
。
ま
た

張
念
一
の
ひ
き
い
る
大
嵐
山
賊
と
太
倉
州
の
一
念
和
尚
の
集
団
と
は
、
ど
ち
ら
も
朱
三
太
子
を
奉
じ
て
は
い
る
が
、
相
互
の
連
繋
は
な
く
、
別

々
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
三
月
下
句
の
時
点
0
3
で
あ
る
。

　
3
　
・
朱
三
太
子
の
逮
捕

　
閏
三
月
に
な
る
と
、
朱
三
太
子
な
る
者
の
素
姓
が
よ
う
や
く
判
明
し
、
梁
蕪
⑭
、
曹
寅
㈲
、
李
煎
⑯
が
あ
い
つ
い
で
そ
の
こ
と
を
上
奏
し
た
。

す
な
わ
ち
康
煕
四
十
五
年
（
一
七
〇
六
）
七
月
、
直
江
の
張
月
懐
一
⑲
に
よ
れ
ば
、
彼
は
寧
波
府
碧
海
県
に
住
む
蔓
生
i
I
の
「
左
道
惑
今
案
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
関
わ
っ
て
捕
え
ら
れ
監
禁
中
の
何
子
奮
が
、
自
分
は
何
誠
の
第
二
子
で
元
の
姓
名
を
朱
圭
と
い
い
、
何
誠
は
朱
三
で
あ
る
。
何
誠
は
余
眺
県

の
胡
家
に
入
贅
し
、
六
人
目
子
を
も
う
け
た
が
、
第
三
子
は
す
で
に
死
ん
だ
。
張
の
陰
謀
が
露
見
し
た
の
で
、
何
心
の
家
族
は
湖
州
府
長
興
県
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地
方
に
逃
が
れ
た
が
、
官
憲
の
取
締
り
が
厳
し
く
な
っ
た
の
を
苦
に
し
て
婦
女
六
人
が
自
殺
し
、
瓶
子
奮
、
五
弟
子
悌
、
六
弟
子
敬
の
三
人
と

長
兄
朱
発
の
士
卒
小
帯
と
は
捕
え
ら
れ
た
。
朱
三
は
長
男
箋
と
四
男
壬
と
と
も
に
逃
亡
し
た
、
と
自
供
し
た
。
こ
の
朱
三
太
子
の
江
南
で
の
行

状
は
、
李
方
遠
『
張
先
生
伝
』
、
⑲
中
の
彼
の
自
供
と
ほ
ぼ
舎
致
す
る
。
た
だ
昇
騰
太
子
が
何
姓
を
称
し
た
こ
と
は
、
自
供
の
王
姓
と
異
な
る
。

ま
た
⑨
に
、
李
煎
が
探
知
し
た
情
報
の
一
つ
と
し
て
、

　
　
康
熈
四
十
五
年
に
、
寧
波
鎮
海
県
監
生
張
学
謙
は
姓
を
何
、
名
を
賢
人
と
い
う
者
を
家
に
匿
っ
た
。
人
は
み
な
彼
を
呼
ん
で
老
先
生
と
い
っ
た
が
、
鬼
怪

　
な
こ
と
を
し
て
衆
民
を
糾
食
し
た
。
そ
の
年
八
月
、
謀
事
が
露
見
し
て
、
張
学
派
ら
は
捕
え
ら
れ
て
獄
死
し
、
そ
の
何
な
る
者
は
逃
亡
し
て
つ
か
ま
っ
て
い

　
　
⑩

　
な
い
。

と
記
す
。
明
ら
か
に
、
藩
学
灘
は
張
乗
馬
、
何
賢
人
は
何
誠
の
誤
り
で
あ
る
が
、
二
月
の
時
点
で
す
で
に
こ
の
老
先
生
に
嫌
疑
が
及
び
、
こ
の

情
報
を
手
が
か
り
に
し
て
、
監
禁
中
の
何
子
奮
を
下
闇
し
、
つ
い
に
単
三
太
子
を
突
き
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
窟
憲
は
、
何
子
奮
か
ら
何
誠
す
な
わ
ち
朱
三
太
子
の
交
遊
者
を
聞
き
出
し
、
通
観
の
早
春
園
、
鎮
江
の
朱
兆
奇
と
洞
然
和
尚
、
洞
庭

山
の
寄
文
賢
と
呉
難
山
等
を
逮
捕
し
た
。
こ
の
う
ち
前
三
人
は
『
実
録
』
二
三
三
、
六
月
丁
巳
、
乙
丑
の
条
に
挙
げ
る
賊
犯
に
も
、
そ
の
名
が

み
え
る
。
こ
れ
ら
交
遊
者
か
ら
朱
鷺
太
子
の
所
在
を
探
っ
た
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
た
だ
江
寧
の
強
盗
犯
人
と
し
て
監
禁
中
の
葉
黒
雲
ら
か

ら
、
朱
三
太
子
は
董
戴
臣
、
縷
爾
柱
と
と
も
に
山
東
曹
県
に
逃
げ
た
こ
と
を
聞
き
出
し
た
。
董
老
臣
が
死
亡
し
た
後
、
箭
（
干
）
当
主
に
連
れ
ら

れ
て
安
徽
の
膣
山
県
に
行
っ
た
と
い
う
供
述
も
あ
っ
た
。
か
く
て
捜
査
網
は
山
東
に
ま
で
拡
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
墨
髭
太
子
と
交
遊
の
あ
っ
た
者
の
う
ち
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
葉
伯
玉
で
あ
る
。
㈹
の
彼
の
自
供
に
よ
る
と
、
康
煕
四
十

三
年
に
等
号
竺
、
張
乱
吟
ら
と
陰
謀
を
め
ぐ
ら
し
、
つ
い
で
弟
の
葉
季
玉
ら
は
朱
三
の
第
四
子
朱
壬
を
か
つ
い
で
反
乱
を
た
く
ら
ん
だ
が
、
計

画
が
ば
れ
た
の
で
、
朱
壬
を
余
眺
の
胡
氏
に
あ
ず
け
た
と
い
う
。
⑮
の
葉
伯
玉
ら
の
自
供
で
は
、
彼
は
寧
波
の
人
、
蘇
州
で
胆
嚢
柱
、
席
文
賢

ら
と
共
謀
し
て
事
を
起
こ
す
こ
と
を
約
束
し
、
同
志
を
糾
合
し
た
が
、
都
に
行
っ
た
と
き
計
画
が
ば
れ
た
の
で
、
一
斉
に
逃
散
し
、
各
地
を
転

々
と
し
た
後
、
江
寧
（
南
京
）
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
葉
伯
玉
ら
が
陰
謀
を
め
ぐ
ら
し
た
の
は
、
も
と
も
と
七
八
年
前
の
こ
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と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
『
張
先
生
伝
』
に
よ
る
と
、
葉
伯
玉
の
む
す
め
安
慶
が
重
三
太
子
の
第
二
子
朱
窒
に
嫁
ぎ
、
両
石
は
「
素
よ
り
金
蘭
を

ち
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
す

矢
い
、
嘗
て
石
瓦
を
亡
ん
だ
」
き
わ
め
て
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
蘇
州
を
中
心
に
し
て
、
朱
三
太
子
と
交
わ
る
結
社
が

あ
り
、
朱
三
父
子
を
か
つ
い
で
事
を
起
こ
そ
う
と
す
る
陰
謀
が
、
早
く
か
ら
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
さ
て
、
山
東
に
逃
が
れ
て
い
た
何
誠
こ
と
朱
三
太
子
と
長
男
、
四
男
ら
は
、
四
月
三
臼
山
東
省
波
上
県
で
つ
か
ま
り
、
四
月
二
十
二
日
杭
州

に
解
送
さ
れ
て
、
穆
丹
、
梁
鼎
ら
の
審
理
を
う
け
た
。
⑯
　
に
康
熈
帝
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
山
東
地
方
に
、
浅
墓
な
る
父
子
三
人
を
ば
、
す
べ
て
巳
に
享
住
え
倒
れ
り
。
口
喚
も
ま
た
甚
だ
明
白
な
り
。
但
、
一
念
を
掌
住
え
れ
ば
方
に
好
し
。

と
夏
期
し
、
安
堵
の
色
を
表
わ
し
て
い
る
。
山
東
に
お
け
る
朱
三
太
子
ら
の
行
跡
に
つ
い
て
は
、
　
『
張
先
生
伝
』
と
趙
弘
遠
奏
摺
に
記
さ
れ
、

と
も
に
既
知
の
史
料
な
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

　
4
　
朱
三
太
予
案
の
終
結

　
朱
三
太
子
が
逮
捕
さ
れ
れ
ば
、
残
る
は
太
倉
州
案
の
一
念
和
尚
だ
け
で
あ
っ
た
。
反
乱
鎮
圧
の
時
、
官
憲
は
静
静
は
じ
め
大
量
の
犯
人
を
捕

縛
し
た
が
、
首
犯
の
一
念
和
尚
だ
け
は
行
方
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
康
煕
帝
は
杭
州
に
向
う
穆
丹
に
「
一
念
の
父
母
が
蘇
州
に
い

る
そ
う
だ
か
ら
、
執
ら
え
て
訊
、
問
せ
よ
。
ま
た
南
方
の
墨
黒
僧
徒
に
対
し
、
一
念
を
獲
れ
ば
、
た
だ
ち
に
解
期
し
、
匿
っ
て
出
癖
し
な
け
れ
ば
、

す
べ
て
金
箭
と
み
な
し
て
治
罪
す
る
と
通
達
せ
よ
。
そ
う
す
れ
ば
一
念
は
や
す
や
す
檎
え
ら
れ
る
」
（
『
実
録
』
二
三
二
、
二
月
戊
戌
条
）
と
諭
し
た
。

事
実
、
一
念
の
父
察
得
道
や
徒
弟
智
覚
ら
、
窩
家
事
春
園
を
執
ら
え
て
訊
聞
し
㈲
、
ま
た
反
乱
に
加
わ
っ
て
逃
走
し
た
魯
適
す
な
わ
ち
月
印
祁

尚
が
江
西
人
な
の
で
、
江
西
巡
撫
郎
廷
極
に
捜
査
を
命
じ
て
い
る
⑱
。
山
東
で
の
朱
三
太
子
に
対
す
る
訊
問
で
も
、
朱
三
太
子
か
ら
一
念
和
尚

の
こ
と
を
聞
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
㈲
。

　
よ
う
や
く
六
月
十
八
日
、
一
念
和
尚
は
蘇
州
府
道
江
鞭
毛
堰
地
方
の
三
郎
堂
で
捕
ま
っ
た
⑳
～
㈲
。
　
た
だ
ち
に
巡
撫
衙
門
に
送
ら
れ
、
按
察

司
臣
馬
逸
姿
の
取
調
べ
を
う
け
た
後
、
杭
州
に
解
送
さ
れ
た
㈱
㈲
。
　
『
張
先
生
伝
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
や
が
て
江
蘇
省
は
一
和
尚
を
解
送
し
て
き
た
。
和
尚
と
い
う
の
は
太
倉
の
好
宜
で
あ
り
、
素
行
端
し
か
ら
ず
、
か
つ
て
仮
印
を
鋳
、
定
窯
の
割
符
を
偽
造
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し
て
、
愚
人
に
給
散
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

煽
惑
し
て
乱
を
作
し
た
。

と
記
す
。
こ
の
高
倉
の
妊
僧
が
一
念
和
尚
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
孟
森
は
こ
れ
を
三
芳
和
尚
と
し
、
一
念
和
尚
は
こ
の
時
つ
か
ま
ら

な
か
っ
た
と
す
る
。
ま
た
佐
々
木
氏
は
「
一
念
和
尚
は
恐
ら
く
（
張
）
念
一
の
変
名
で
あ
ろ
う
」
（
前
掲
書
八
八
頁
）
と
す
る
の
で
、
こ
の
太
倉
の
学

僧
は
鋼
人
と
み
て
い
る
。

　
朱
三
太
懸
案
は
、
一
念
和
尚
の
逮
捕
で
一
応
の
結
着
を
み
た
。
六
月
乙
丑
（
二
十
日
）
朱
三
父
子
、
張
念
一
、
張
念
二
は
じ
め
両
案
の
各
犯
の

刑
が
確
定
し
、
七
月
戊
戌
（
二
十
四
日
）
一
念
和
尚
は
凌
置
処
死
、
匿
っ
て
出
賭
し
な
か
っ
た
陳
腰
元
ら
五
人
を
寧
古
塔
に
送
る
こ
と
を
決
定
し

た
（
以
上
『
実
録
』
二
三
三
）
。
十
月
丁
未
（
五
日
）
朱
三
こ
と
王
士
元
ら
父
子
六
人
は
京
師
に
送
ら
れ
、
あ
ら
た
め
て
九
卿
ら
の
会
審
を
う
け
、
朱

三
こ
と
隠
士
元
は
凌
此
処
死
、
子
五
人
は
立
斬
と
定
ま
っ
た
（
『
実
録
』
二
三
五
）
。
さ
ら
に
翌
年
正
月
丁
酉
（
二
十
五
日
）
、
偽
割
を
散
給
し
た
朱

永
詐
は
、
一
念
和
尚
に
附
従
し
て
、
大
明
天
徳
の
年
号
を
櫨
称
し
、
詩
句
を
妄
題
し
て
、
人
心
を
思
惑
し
た
と
し
て
、
凌
善
処
死
と
な
っ
た

（『

ﾀ
録
』
二
三
六
）
。
こ
の
朱
永
酢
は
奏
上
に
も
出
て
こ
な
い
人
物
で
、
詳
し
い
こ
と
は
一
切
明
ら
か
で
な
い
。
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①
　
清
朝
の
官
文
書
や
官
物
の
運
送
に
は
、
行
役
に
よ
る
歩
逓
目
立
と
馬
匹
に
よ
る

　
馬
歯
臣
駅
と
が
あ
り
、
歩
逓
は
一
日
行
程
百
里
内
外
、
駅
逓
は
最
少
限
一
旦
一
一
菅

　
里
、
最
大
限
六
百
黒
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
京
師
か
ら
江
蘇
省
城
ま
で
の
里
程
は

　
陸
路
二
七
四
三
里
で
あ
る
か
ら
、
歩
逓
な
ら
二
八
日
、
馬
力
な
ら
七
日
乃
至
九
日

　
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
（
『
清
国
行
政
法
臨
頂
、
三
二
六
～
六
〇
頁
）
。
た
だ
し
李

　
胸
…
は
こ
の
特
揚
州
に
い
た
の
だ
か
ら
、
所
要
日
数
は
こ
れ
よ
り
短
縮
さ
れ
る
。

②
　
此
一
案
、
朕
早
已
知
道
了
。
又
聞
漸
江
四
明
山
開
賊
。
爾
密
密
尊
書
明
白
奏
来
。

③
知
道
了
。
近
聞
漸
江
四
明
山
留
許
多
賊
。
地
方
宮
所
管
何
事
、
湿
掻
具
奏
。

④
　
此
山
賊
単
為
酋
者
、
乃
張
昔
一
・
張
番
二
兄
弟
弐
人
、
係
蝶
県
逃
犯
、
糾
集
亡

　
命
、
脅
誘
郷
愚
、
沿
村
索
食
、
窺
劫
富
家
。
面
面
鋼
為
賊
軍
、
棄
鼻
血
適
地
民
。

　
原
無
一
定
巣
穴
、
今
被
官
兵
殺
敗
、
扮
飾
脱
臼
、
散
之
四
方
、
平
民
無
異
。

⑤
　
難
依
山
足
匿
、
而
兵
捕
分
羅
、
好
民
無
所
托
足
、
況
不
党
心
経
登
蒔
就
獲
、
其

　
好
慶
事
不
面
懸
究
。

⑥
　
漸
省
未
奏
之
先
、
愚
図
聞
四
明
由
自
門
。
後
鞘
檎
之
賊
、
皆
係
大
嵐
由
。
不
知

　
大
嵐
山
即
是
四
明
山
勘
。

⑦
廿
は
念
と
も
書
く
。
奏
摺
で
も
二
通
り
に
書
写
し
て
い
る
が
、
以
下
、
従
来
の

　
請
論
文
で
親
し
ま
れ
て
い
る
念
の
方
を
用
い
る
。
な
お
梁
鼎
摺
と
『
実
録
』
が
念
、

　
他
は
廿
で
あ
る
。

⑧
　
査
大
嵐
山
添
四
明
出
中
之
小
山
、
寧
・
台
・
紹
三
雪
交
界
、
八
三
接
壌
、
妊
徒

　
出
没
不
常
、
暖
熱
鋼
為
盗
、
棄
械
凄
艶
斑
、
無
従
査
実
。

⑨
　
孟
森
が
考
証
し
た
ご
と
く
、
崇
禎
帝
の
孫
の
排
行
は
、
名
前
の
　
字
に
土
部
の

　
文
字
を
用
い
た
。
本
文
の
無
二
こ
と
朱
慈
燥
の
第
二
子
の
名
「
崇
」
は
封
の
古
宇
、

　
下
部
は
土
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
第
四
子
の
「
壬
」
は
音
「
て
い
」
、
下
部

　
は
土
で
あ
っ
て
士
で
は
な
い
。
原
摺
は
そ
の
通
り
に
霧
か
れ
て
い
る
が
、
『
実
録
』



　
は
そ
れ
ぞ
れ
「
鑑
」
　
「
壬
」
に
誤
る
。

⑩
再
訪
得
、
康
熈
四
十
五
年
間
、
寧
波
鎮
海
県
監
生
噛
学
簾
家
蔵
｝
何
姓
者
、
名

　
賢
人
、
人
皆
呼
為
老
先
生
、
作
事
鬼
怪
、
糾
歪
面
晟
。
本
年
入
月
間
寮
露
、
張
学

　
演
等
牟
獲
発
獄
。
其
何
姓
逃
去
猛
爆
。

⑪
　
山
東
地
方
、
将
姓
朱
的
父
子
三
人
、
都
二
季
二
一
、
口
跡
亦
甚
明
白
。
但
一
念

傘
二
方
好
。

⑫
　
筒
賀
江
南
専
一
和
尚
至
。
和
尚
者
、
太
倉
好
僧
也
。
素
行
不
端
、
曾
鋳
仮
印
、

　
偽
造
定
王
割
符
、
給
散
愚
人
、
煽
惑
作
乱
。

四
　
朱
三
太
子
案
の
性
格

朱三太子案について（竺沙）

　
朱
三
太
子
案
と
は
、
漸
江
大
嵐
議
案
と
江
蘇
太
倉
州
の
一
念
和
尚
案
と
の
二
つ
の
事
件
を
指
し
、
　
『
実
録
』
に
も
「
漸
江
賊
犯
」
と
「
江
南

賊
犯
」
と
明
確
に
分
け
て
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
陶
成
章
、
薫
一
山
以
来
、
佐
々
木
正
哉
氏
ま
で
、
張
念
一
即
一
念
和
尚
と
思
い
込
ん
だ
た

め
、
玉
案
を
混
同
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
掲
の
戴
玄
之
論
文
は
既
知
史
料
を
用
い
て
旧
説
を
訂
正
し
た
が
、
上
記
の
新
出
奏
摺
に
よ
っ
て
、

張
念
一
と
一
念
和
尚
と
は
別
人
で
あ
り
、
両
人
別
々
に
お
こ
し
た
反
乱
で
あ
る
こ
と
が
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
両
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
反
乱
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
次
に
そ
の
点
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
張
念
一
ら
が
起
こ
っ
た
四
明
大
嵐
山
地
帯
は
、
一
六
四
六
年
（
隆
武
元
、
順
治
三
）
大
嵐
施
主
王
翔
が
こ
こ
に
塞
を
築
い
て
以
来
、
抗
清
の
根
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

地
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
一
六
七
四
年
（
康
熈
十
三
）
に
も
糞
痴
奇
ら
が
こ
こ
で
挙
兵
し
た
。
奏
摺
α
φ
に
も
「
康
煕
十
三
年
に
、
総
督
銚
啓
聖
は

か
つ
て
此
の
山
で
賊
人
を
招
撫
し
た
。
そ
こ
で
大
嵐
山
は
著
名
に
な
っ
た
」
と
述
べ
る
。
し
か
も
そ
の
地
形
は
、
三
省
交
界
、
八
県
接
壌
す
る
官

憲
の
手
の
及
ば
ぬ
三
不
嫁
の
山
岳
地
帯
で
あ
り
、
盗
賊
の
巣
穴
と
な
り
や
す
い
場
所
で
あ
っ
た
。
康
煕
帝
の
通
論
に
も
「
此
の
賊
、
楽
隊
横
行

す
る
こ
と
、
已
に
二
三
年
、
尋
常
の
小
盗
に
比
せ
ず
。
情
罪
悪
む
べ
し
」
（
『
実
録
』
二
三
二
、
二
月
越
酉
条
）
と
述
べ
る
。
た
だ
こ
の
た
び
の
反
乱
は
、

幽
憤
の
報
告
に
よ
る
限
り
、
脱
獄
囚
張
念
一
を
総
爺
と
す
る
、
た
か
だ
か
数
十
人
の
集
団
に
す
ぎ
ず
、
大
嵐
山
の
老
営
に
一
千
余
人
の
仲
間
が

い
る
と
の
供
述
も
あ
っ
た
が
、
捜
査
す
る
と
「
船
人
屯
聚
の
異
所
な
く
」
虚
言
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
表
面
に
あ
ら
わ
れ
た
現
象

で
あ
っ
て
、
も
っ
と
も
反
乱
に
参
加
し
た
者
は
「
械
を
持
て
ば
盗
賊
と
な
り
、
械
を
棄
て
れ
ば
傍
お
地
細
な
り
」
⑦
と
い
う
郷
民
た
ち
で
あ
り
、

皮
乱
を
助
け
る
人
は
・
皇
山
下
の
百
姓
で
あ
ワ
鱒
⑦
と
犯
人
の
天
が
明
言
す
る
よ
う
に
・
こ
の
努
の
多
数
の
民
衆
に
支
え
ら
れ
た
反
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乱
で
あ
っ
た
。
反
乱
の
お
こ
っ
た
康
煕
四
十
六
年
、
江
漸
地
方
は
息
災
に
見
舞
わ
れ
、
米
価
が
騰
貴
し
、
民
衆
は
食
糧
に
苦
し
ん
だ
。
そ
の
た

め
朝
廷
は
そ
の
年
の
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
製
革
各
州
県
の
額
賦
の
減
免
を
あ
い
つ
い
で
行
っ
て
い
る
（
『
実
録
』
二
三
〇
、
二
三
一
）
。

こ
の
こ
と
が
反
乱
の
直
接
の
原
因
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
奏
摺
に
も
賊
は
「
岩
村
索
食
」
し
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
大
嵐
山
案
は
、
生
活
に
苦
し

む
こ
の
地
方
の
民
衆
が
支
援
し
参
加
し
た
反
乱
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
張
念
一
ら
は
朱
三
太
子
を
奉
じ
た
と
自
供
し
、
こ
の
点
が
大
き
く
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
別
に
反
響
復
明
的
な
行
動
は
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
政
治
性
は
稀
薄
な
反
乱
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
太
奥
州
の
一
念
和
尚
案
は
、
直
接
の
動
機
は
や
は
り
畢
害
に
よ
る
食
糧
危
機
に
あ
っ
た
ろ
う
が
、
隠
男
は
頭
を
紅
布
で

つ
つ
み
、
大
明
の
旗
を
か
か
げ
、
大
明
天
徳
の
年
号
を
称
し
、
定
王
の
割
符
を
言
散
す
る
と
い
う
、
明
ら
か
に
反
照
復
明
を
め
ざ
し
た
反
乱
で

あ
っ
た
。
彼
ら
は
火
砲
ま
で
も
っ
て
い
た
。
江
蘇
巡
撫
ら
の
奏
摺
が
現
存
し
な
い
の
で
、
反
乱
軍
の
規
模
や
組
織
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る

が
、
　
『
実
録
』
に
よ
る
と
、
江
南
の
賊
犯
は
銭
無
ら
五
十
人
、
古
製
侯
ら
四
十
二
人
物
あ
わ
せ
て
九
十
二
人
に
の
ぼ
り
、
漸
野
烏
犯
の
三
十
三

人
に
比
べ
て
は
る
か
に
多
い
（
二
三
三
、
六
月
乙
丑
条
）
。
し
か
も
後
に
な
っ
て
、
こ
の
事
件
に
関
係
し
た
と
し
て
弾
劾
を
う
け
た
者
に
、
弘
文
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

侍
講
学
士
の
肩
書
を
も
つ
桐
城
の
方
玄
成
が
あ
り
、
有
名
な
呂
留
良
の
子
鼠
蕉
中
は
進
士
に
及
第
し
て
翰
林
院
編
修
と
な
っ
た
が
、
　
「
一
念
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

尚
謀
叛
の
案
」
に
連
座
し
、
処
刑
は
免
が
れ
た
が
、
憂
催
の
末
、
そ
の
年
の
う
ち
に
死
ん
だ
と
あ
り
、
こ
の
反
乱
に
は
上
流
階
級
も
関
与
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
朱
三
太
子
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
⑳
に
「
前
の
大
嵐
山
の
鵬
翼
一
と
蘇
州
の
好
僧
一
念
ら
は
、
皆
、
風
を
聞
い
て
妄
称
し
た
も
の
で
、
実

　
　
　
　
　
　
⑤

は
顔
を
知
ら
な
い
」
と
あ
り
、
山
東
で
の
取
調
べ
で
朱
誤
謬
自
身
、
⑲
に
二
念
和
尚
な
ど
は
私
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
、
反
乱
の
こ
と
も
聞

い
て
い
な
い
」
と
頭
か
ら
関
係
を
否
定
し
、
　
『
張
先
生
伝
』
に
よ
る
と
、
逮
捕
さ
れ
て
杭
州
に
送
ら
れ
て
き
た
一
念
和
尚
と
対
面
し
た
が
、
た

が
い
に
識
ら
な
い
と
い
っ
た
と
あ
る
。
だ
か
ら
確
か
に
二
人
は
面
識
を
も
た
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
組
織
的
な
つ
な
が
り
は
、
両

老
の
闘
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
朱
鷺
太
子
の
交
友
関
係
老
と
し
て
検
挙
さ
れ
、
　
『
実
録
』
に
も
漸
江
記
聞
1
こ
の
な
か
に
は
張
念
一
の
党

羽
だ
け
で
な
く
、
朱
三
太
子
関
係
者
を
含
む
一
に
も
そ
の
名
が
挙
っ
て
い
る
江
南
通
州
の
董
春
園
は
、
⑮
で
は
「
一
念
の
窩
家
」
と
あ
り
、
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一
念
和
尚
は
朱
三
太
子
を
中
心
に
結
ば
れ
た
秘
密
組
織
に
、
孟
春
園
を
通
し
て
関
わ
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
件
の
捜
査
を
通
じ
て
、
朱
三
太
子
の
交
遊
関
係
が
洗
い
出
さ
れ
、
彼
と
交
わ
り
の
あ
っ
た
者
は
蘇
州
を
中
心
に
し
て
、

帯
革
、
安
徽
に
及
ん
で
い
た
。
彼
は
処
刑
さ
れ
た
時
七
十
六
歳
、
学
問
が
あ
り
、
書
を
よ
く
し
、
囲
碁
も
会
し
た
教
養
あ
る
白
髪
の
老
先
生
で

あ
っ
た
が
、
ま
た
ト
占
に
も
長
じ
て
お
り
、
彼
の
交
友
は
「
教
書
、
医
卜
、
星
網
の
流
」
⑭
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
早
老
玉
兄
弟
や
張
月
懐
の

よ
う
に
、
　
「
反
清
復
明
」
の
志
を
い
だ
き
、
岡
三
太
子
父
子
を
か
つ
い
で
事
を
お
こ
そ
う
と
図
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
単
三
太
子
も
ま
た
「
鬼

怪
な
こ
と
を
し
て
、
兵
民
を
糾
集
し
た
」
と
も
い
わ
れ
る
⑨
。
彼
を
頂
点
と
し
、
蘇
州
を
中
心
に
し
て
江
南
一
円
に
及
ぶ
広
範
な
、
復
興
を
め

ざ
す
秘
密
結
社
が
、
早
く
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
組
織
は
山
東
・
河
北
地
方
と
も
結
ば
れ
て
い
た
。
朱
三

太
子
父
子
は
張
月
額
の
「
左
道
町
衆
」
案
の
お
こ
る
直
前
に
漸
江
を
は
な
れ
、
董
戴
臣
に
と
も
な
わ
れ
て
山
東
に
逃
が
れ
た
。
彼
は
「
張
月
懐

の
分
に
安
ん
じ
な
い
行
為
を
見
て
脱
出
し
た
」
⑲
と
か
、
　
「
江
南
は
連
歳
水
江
あ
り
、
粟
貴
き
こ
と
金
の
如
く
で
あ
っ
た
の
で
、
や
む
を
得
ず

山
東
に
来
た
」
（
『
張
先
生
伝
』
）
と
自
供
し
て
い
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
は
、
復
明
運
動
の
象
徴
的
人
物
で
あ
る
彼
を
温
存
し
よ
う
と
す
る
、
周
囲

の
配
慮
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
要
す
る
に
、
朱
三
太
子
案
は
大
嵐
山
案
と
一
念
和
尚
案
と
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
で
は
縦
子
を
重
視
し
、
後
者
に
触
れ
る
こ
と

が
稀
で
あ
っ
た
が
、
清
興
に
お
け
る
聖
明
運
動
の
展
開
と
い
う
面
で
は
、
後
老
の
方
が
重
要
で
あ
っ
た
。
一
念
和
尚
案
は
蘇
州
を
中
心
に
組
織

さ
れ
た
「
反
清
復
明
」
を
め
ざ
す
秘
密
野
々
に
関
係
し
、
そ
の
活
動
の
一
翼
を
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
こ
の
案
は

次
の
雍
正
朝
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

①
　
謝
國
槙
『
謡
初
農
民
起
義
資
料
輯
録
』
三
六
七
～
穴
九
頁
参
照
。

②
　
至
於
老
営
壱
千
余
人
之
説
、
各
犯
碧
玉
、
係
彩
首
之
警
語
組
帯
、
其
義
父
馬
預

備
、
是
余
銚
上
馬
崩
練
使
、
曾
有
言
、
侮
椚
事
興
、
助
侮
個
的
人
、
若
事
敗
、
就

　
要
鋤
祢
。
又
供
、
要
助
的
人
、
就
職
山
上
山
下
的
百
姓
等
情
。

③
　
大
谷
敏
夫
「
戴
名
世
断
罪
事
件
の
政
治
的
背
景
－
戴
名
世
・
方
苑
の
学
と
の
関

連
に
お
い
て
一
」
　
（
『
史
林
』
六
一
－
四
）
ニ
ニ
頁
参
照
。

④
　
『
世
祖
実
録
』
八
一
、
雍
正
七
年
五
月
乙
丑
条
、
同
一
〇
一
、
八
年
十
二
月
癸

　
丑
条
、
佐
々
木
晶
剛
㎞
掲
苗
賞
八
六
百
ハ
、
注
七
等
命
少
昭
酬
。

⑤
　
前
大
嵐
山
之
張
廿
一
、
与
蘇
州
好
僧
一
念
等
、
皆
係
留
妄
風
趣
、
実
未
見
面
。
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五
　
三
三
太
子
案
の
影
響
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雍
正
帝
は
雍
正
七
年
（
一
七
エ
九
）
九
月
癸
未
の
上
論
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
従
前
康
熈
年
間
、
各
処
の
姦
徒
窃
発
し
、
動
も
す
れ
ば
軌
ち
朱
三
太
子
を
以
て
名
と
な
し
、
一
念
和
尚
、
朱
一
貴
の
如
き
者
、
指
屈
す
る
に
奪
え
ず
（
『
実

　
録
』
＝
一
、
又
『
大
義
覚
迷
録
』
）
。

と
述
べ
、
朱
三
太
子
を
名
貝
と
し
た
反
乱
の
代
表
的
な
一
つ
と
し
て
、
一
念
和
尚
案
を
挙
げ
る
。
ま
た
『
雍
正
音
批
諭
旨
』
の
な
か
の
諭
旨
に

も
こ
れ
に
触
れ
る
も
の
が
あ
る
。
李
衛
の
轟
轟
六
年
十
一
月
三
日
摺
に
付
し
た
上
諭
中
に
、
曾
静
謀
反
事
件
に
関
わ
る
者
は
「
大
抵
皆
、
襲
日

の
一
念
彩
尚
案
内
の
漏
網
の
余
肇
な
り
」
と
し
、
さ
ら
に
「
即
ち
卿
が
奏
す
る
所
の
倉
皇
と
勾
通
す
る
老
も
、
彼
（
一
念
和
尚
案
内
の
余
肇
）
に
あ

ら
ず
し
て
誰
そ
や
」
と
、
日
本
の
福
建
寺
（
黄
爵
号
）
の
招
請
を
う
け
て
密
航
を
く
わ
だ
て
る
福
建
の
禅
僧
や
手
引
き
の
商
人
た
ち
を
も
、
一
念

和
尚
案
の
残
党
と
き
め
つ
け
た
。
雍
正
嘉
が
い
か
に
一
念
和
尚
案
の
余
党
の
動
き
を
警
戒
し
て
い
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

r
そ
の
翌
年
、
極
位
は
江
寧
（
南
京
）
に
住
む
張
雲
壌
を
指
導
者
と
す
る
蘇
州
、
松
江
、
常
州
か
ら
漸
江
地
方
に
及
ん
だ
広
範
な
秘
密
結
社
を
探

知
し
摘
発
し
て
、
㈲
七
年
八
月
十
一
日
、
㈲
十
二
月
初
二
日
、
⑥
同
月
十
一
日
、
㈲
八
年
正
月
十
七
日
の
各
奏
摺
で
詳
し
く
報
告
し
た
。
こ
れ

ら
は
雍
正
期
の
江
南
の
秘
密
結
社
史
料
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
佐
々
木
前
掲
書
で
も
こ
の
解
説
に
多
く
の
頁
を
割
い
て
い
る
（
七
三
～

八
二
頁
）
。
こ
こ
で
は
朱
三
太
子
案
と
関
係
す
る
事
柄
だ
け
を
取
上
げ
る
。

r
こ
の
秘
密
結
社
の
中
心
人
物
の
一
人
廿
鳳
池
は
表
明
の
弾
里
簡
と
称
す
る
張
雲
如
の
弟
子
で
、
武
芸
に
す
ぐ
れ
天
文
兵
法
に
も
長
じ
て
、
将
帥

の
器
と
期
待
さ
れ
た
老
で
あ
っ
た
。
彼
は
取
調
べ
に
対
し
、
少
年
時
代
、
一
念
和
尚
案
に
加
わ
り
、
馬
逸
事
の
鼠
こ
ぼ
し
に
あ
ず
か
っ
た
こ
と

を
櫓
供
し
た
㈲
。
馬
逸
姿
は
逮
捕
さ
れ
た
一
念
和
尚
を
最
初
に
取
調
べ
た
江
蘇
の
審
察
使
で
あ
る
。
ま
た
指
導
者
の
一
人
周
紛
来
、
名
は
薄
、

は
河
南
商
邸
の
人
、
久
し
く
心
算
に
住
ん
だ
。
本
の
姓
は
朱
で
あ
っ
た
が
明
の
宗
室
の
子
孫
で
は
な
か
っ
た
。
か
つ
て
一
念
和
尚
案
で
処
刑
さ

れ
た
葉
伯
玉
と
一
緒
に
蘇
州
に
往
き
、
朱
三
太
子
す
な
わ
ち
王
土
元
に
会
っ
て
明
窟
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
も
ら
っ
た
と
自
供
し
た
◎
。
朱
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三
太
子
に
つ
い
て
「
江
湖
老
人
白
き
こ
と
雪
の
ご
と
し
」
と
述
べ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
李
衛
は
葉
伯
玉
が
一
念
和
尚
案
で
処
刑
さ
れ
た
と

記
し
て
い
る
が
、
前
述
の
ご
と
く
、
葉
は
反
乱
の
当
時
江
寧
に
収
監
さ
れ
て
お
り
、
一
念
和
尚
の
乱
と
は
関
係
な
か
っ
た
。
雍
正
時
代
、
本
稿

で
い
う
朱
書
太
子
案
が
一
念
和
尚
案
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
大
嵐
山
案
よ
り
こ
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
と

も
あ
れ
、
こ
の
秘
密
結
社
の
指
導
的
人
物
の
二
人
ま
で
が
朱
三
太
立
案
と
関
係
が
あ
り
、
そ
の
活
動
地
域
も
同
じ
く
蘇
州
を
中
心
と
し
て
お
り
、

こ
の
結
社
は
朱
三
太
子
君
、
そ
し
て
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
葉
伯
玉
ら
の
秘
密
結
社
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
云
云
如
も
周
毘
来
も
明
朝
の
後
蕎
を
自
称
し
て
い
た
。
し
か
し
雍
正
時
代
に
な
る
と
、
開
畜
を
海
外
に
求
め
る
風
潮
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、

康
熈
時
代
と
異
な
る
傾
向
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
同
じ
く
李
衛
奏
摺
㈲
に
次
の
記
入
が
あ
る
。
常
州
に
住
み
、
か
つ
て
松
江
提
督
の
幕
友
に
も

な
っ
た
こ
と
の
あ
る
陸
墨
門
が
、
康
熈
五
十
三
年
（
一
七
一
四
）
北
窟
で
平
湖
の
貢
生
田
同
輩
に
会
い
、
　
「
呂
宋
島
内
に
朱
点
の
苗
蕎
が
い
る
」

な
ど
と
話
し
て
、
同
学
を
勧
誘
し
て
仲
問
に
入
れ
た
。
ま
た
陸
剣
門
は
兵
備
軍
儲
御
史
の
帯
留
を
授
か
っ
た
が
、
そ
の
辞
令
に
は
「
東
明
龍
飛

六
年
乙
未
十
一
月
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
佐
々
木
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
乙
朱
は
康
熈
五
十
四
年
目
一
七
一
五
）
で
あ
る
か
ら
、
東
明

龍
飛
元
年
は
同
四
十
九
年
（
一
七
一
〇
）
と
な
る
。
彼
ら
の
結
社
が
こ
の
時
に
始
つ
た
と
す
れ
ば
、
二
三
太
子
案
の
終
結
後
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
別
に
、
無
人
の
李
九
徴
は
貧
困
で
無
量
な
る
に
任
せ
て
、
　
「
海
中
の
四
方
山
に
朱
姓
が
論
集
し
て
お
り
、
劉
尚
文
を
派
遣
し
て
人
を
集
め

て
い
る
」
と
い
う
話
を
捏
造
し
た
。
真
に
う
け
た
無
錫
の
生
繭
苑
龍
友
は
劉
に
会
っ
て
渡
海
し
た
い
と
い
い
だ
し
た
の
で
、
困
っ
た
李
は
劉
は

急
死
し
だ
と
ご
ま
か
し
た
と
あ
る
㈲
。
江
南
の
秘
密
結
社
が
摘
発
さ
れ
た
の
と
同
じ
七
年
、
広
東
に
は
「
李
梅
壷
散
怖
偽
言
案
」
が
お
こ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
康
煕
六
十
年
台
湾
で
挙
兵
し
た
朱
一
貴
の
子
の
朱
三
太
子
が
小
西
正
す
な
わ
ち
交
趾
に
お
り
、
今
そ
こ
を
出
発
し
て
広
西
に
来
た

レ
、
幾
十
万
も
の
兵
を
集
め
て
い
る
と
の
デ
マ
が
流
さ
れ
た
（
『
史
料
旬
刊
』
一
、
買
玉
渡
島
）
と
い
う
。

、
、
以
上
は
い
ず
れ
も
デ
マ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
デ
マ
が
作
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
康
煕
末
年
に

明
朝
再
興
を
か
か
げ
た
一
念
和
尚
や
台
湾
の
朱
一
貴
の
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
、
雍
正
時
代
に
な
っ
て
復
明
運
動
に
対
す
る
取
締
り
の
強
化
に
よ
っ

て
、
も
は
や
国
内
で
は
期
待
で
き
な
や
な
っ
た
明
朝
復
興
の
夢
を
呂
宋
島
や
交
趾
で
活
躍
す
る
華
僑
に
托
し
た
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
李
衛
は
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呂
宋
島
の
前
明
＋
里
簡
の
話
の
真
偽
有
無
に
つ
い
て
、
密
偵
を
放
っ
て
察
訪
さ
せ
、
　
「
郵
成
功
が
平
定
さ
れ
た
後
、
清
朝
へ
の
投
降
を
肯
ん
じ
な

か
っ
た
部
下
の
馬
齢
鎮
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
広
南
に
行
き
、
束
煽
塞
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
を
攻
め
て
そ
の
島
馨
を
占
領
し
、
前
明
苗
畜
の
藤
色
を
借
り

て
、
そ
の
地
方
に
号
召
し
た
。
彼
の
死
後
、
広
東
人
陳
上
川
が
占
拠
し
た
。
そ
の
彼
後
、
彼
の
子
の
勢
力
が
弱
く
、
広
量
王
の
支
配
下
に
入
っ

た
」
と
の
情
報
を
え
た
⑥
。
こ
う
し
た
南
方
華
僑
の
消
息
が
江
南
に
も
伝
わ
っ
て
来
て
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
上
記
の
よ
う
な
デ
マ
が
生
ま
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
こ
の
時
期
の
秘
密
結
社
が
、
後
の
天
地
会
の
よ
う
に
、
南
方
華
僑
と
何
ら
か
の
連
繋
を
も
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
筆
者
に
は
分
か
ら
な
い
。
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六
　
結

び

　
康
煕
四
十
六
年
に
お
こ
っ
た
朱
三
太
子
案
は
、
従
来
主
に
天
地
会
起
源
に
関
わ
る
事
件
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、
史
料
不
足
は
い
な
め
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
公
刊
さ
れ
た
棺
血
中
に
、
こ
の
事
件
に
関
す
る
忍
摺
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
本
稿
は
既
知
史
料
に

こ
の
奏
摺
史
料
を
加
え
て
、
二
三
太
子
案
の
顯
末
を
た
ど
り
、
そ
の
性
格
と
雍
正
朝
へ
の
影
響
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
お
お
よ
そ
次
の
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
朱
三
太
子
案
と
は
、
漸
江
大
嵐
山
の
張
念
一
ら
の
強
盗
事
件
と
、
江
蘇
太
総
州
で
の
一
念
和
尚
ら
の
反
乱
と
の
、
と
も
に
朱
三
太
子
を
か
つ

い
で
、
ほ
ぼ
同
時
に
お
こ
っ
た
二
つ
の
汚
点
を
指
す
。
前
者
は
毒
害
に
よ
る
食
糧
不
足
に
苦
し
む
こ
の
地
方
の
民
衆
の
参
加
と
支
援
を
う
け
た
、

い
わ
ば
地
域
的
経
済
闘
争
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
明
確
に
反
磁
復
明
を
か
か
げ
た
反
乱
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
後
に
は
七
、
八
年

前
よ
り
蘇
州
を
中
心
に
し
て
、
朱
三
太
子
父
子
を
奉
戴
す
る
秘
密
結
社
が
存
在
し
、
こ
の
反
乱
も
そ
の
一
つ
の
活
動
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

し
か
も
こ
の
秘
密
組
織
は
反
乱
鎮
圧
後
も
存
続
し
て
、
次
の
雍
正
朝
に
及
ん
だ
。
こ
の
時
期
に
は
朱
三
太
子
骨
全
体
を
一
念
職
尚
案
と
よ
び
、

雍
正
続
は
そ
の
余
党
の
動
静
に
神
経
を
と
が
ら
せ
た
。
果
た
し
て
、
李
衛
が
摘
発
し
た
秘
密
結
社
の
指
導
者
の
な
か
に
は
、
こ
の
事
件
に
関
わ

っ
た
者
が
い
て
、
朱
三
太
子
案
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
康
煕
か
ら
雍
正
に
か
け
て
、
江
南
に
は
根
強
い
反
影
復
明
の
組
織
が
存
続



し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
雍
正
朝
に
な
る
と
、
明
窩
を
海
外
に
求
め
、
明
朝
復
興
の
夢
を
南
方
華
僑
に
托
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
は
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
従
来
の
諸
研
究
が
問
題
に
し
て
き
た
朱
三
太
子
堂
と
天
地
会
起
源
説
話
と
の
関
係
に
は
、
一
切
触
れ
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
天

地
会
の
起
源
を
探
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
従
来
の
よ
う
に
、
人
名
の
語
呂
合
わ
せ
的
な
、
謎
解
き
め
い
た
推
論
を
い
く
ら
重
ね
て
も
、
そ

れ
が
有
効
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
江
南
な
り
両
広
、
福
建
な
り
の
、
天
地
会
と
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
る
諸
反
乱
を
一
つ
一
つ
地
道

に
解
志
し
て
い
く
こ
と
の
方
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
宇
治
市
南

朱三太子案について（埜沙）
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The　Incident　of　Prince　Chu　San竪町太子：

Th6　Sectet　Society　ofαガα7z8・・nan江南in

　　the　Early　Period　of　Ch‘ing清dynasty

　　　　　　by

Masaaki　Chikusa

　　The　lncident　of　Prince　Chu　San　in　the　rebe11ion　r1sen　in　by　Chang

Nien－i張面一〇f　Mt．　Talan大嵐山in　Che－chiang　ghEng曲調：and　also

by　I・nien　h6shang一念禾ロ尚　of　T‘αi　ts‘ang　chou　太倉グ・卜l　in／tZing－su　sh2ng

江蘇at　the　same　time，　accompanied　by　Prince　Chu　San　who　was　the

son　of　Emperor　Ch‘ung－ch2n崇禎帝of　Ming明dynasty，　in　1707（the

46th　year　of　K‘α％9一履康煕）．　It　is　prevaiiing　that　it　was　the　origin

6f　the．secret　society　T‘ien－ti　hui天地会which　played　an　important

role　in　the　revolutionary　movement　at　the　end　of　Ch‘ing　dynasty．

Though　there　are　fairly　many　studies　on　this　incidnet，　they　confused

the　one　case　witk　another　and　made　a　mistake　wkicli　identified　Chang

Nien－i　with　1－nien　heshang．

　　Some　oMcial　documents，　Tsou－ch2　＊tMs，　are　found　in　the　coilected

archives　of　Ch‘ing　dynasty，　which　xvere　lately　published　in　Pei－ching

北京and　7■‘ai－pei台北．　Upon　these　documents　this　art1cle　reports　how

the　rebellions　occurred　and　investigates　the　characters　of　both　of　them．

And　it　has　come　to　light　that　the　case　of　1－nien　heshang　was　political

revolt　aiming　at　the　revival　of　Ming　dynasty；　behind　it　there　existed

the　secre乞society　for‘‘Fan・Ch‘ing　Fu・Ming反魂復明”，　whose　center

was　in　Su－chou　ma州；the　society　continued　untir　y吻g一曲2％g雍正period．

Kurairi－Ryo蔵入領under　the　Oda　Government織田政権

　　　　　　by

Takahire　Okuno

　　We　have　not　attained　one　agreed　view　yet　in　de舳ing　the　character

of　the　Oda　gOvernment；　some　say　that　they　can’t　find　the　fact　that

the　Oda　government　managed　to　slough　off　the　character　of　Sengoleu－

Daimyo戦国大名，　others　say　that　it　was　a　pio血eer　of　the　modern　go▽一

ernment　continued　on　t1ユe　Toyotomi豊臣：governmeBt．　The　author　on¢e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（658）




